
ALPアイソザイム分画の定量的評価法に関する検討

電気泳動を用いたalkaline phosphatase（ALP）アイソザ

イム検査では各分画の分離は明瞭ではなく，bandが重な

りあうことが多い。したがって，LDHアイソザイム検査な

どに比較すると，分画の定量的評価が困難である。とく

にALP2～ALP3分画はほとんどの例でオーバーラップして

おり，時には分離不能なパターンを示す。日常的にはパ

ターン曲線の変曲点を選んで垂直の分割線をマニュアル

設定し，左右の分画に分けているが，判断が主観的であ

ることが問題となる。今回，主要なbandのパターンに正

規分布モデルを適用し，最尤法により分布の抽出を試み

た。

【方法】ヘレナ社自動電気泳動装置REPにより測定された

ALPアイソザイムパターンのドットデータを用いて分布の

抽出を行った。すなわち，ALP2のピーク前後12ドットず

つを切断正規分布とみなしてNewton-Raphson法により正

規分布のパラメーターを求め，もとのドットデータから

予測された分布を差し引いた。

【成績】現時点で検討した15例についての成績を述べ

る。分布抽出前後の変化では，ALP1で分画%が増加した例

は1，低下した例は14，ALP2で分画%が増加した例は12，

低下した例は3，ALP3で分画%が増加した例は4，低下した

例は11，となった。しかし，ほとんが僅かな変化で，最

大の変化を示した例では，ALP1が15.7%->10.7%，ALP2が

69.7%->80.5%，ALP3が14.6%->8.7%となっていた。なお，

分布の重なりの多い例では本法による分布の抽出は成功

しなかった。

【考察】本法を用いることにより，ALP2分画%はマニュア

ル設定よりも増加する傾向を示し，それに対応してALP1

およびALP3分画%の低下が認められた。この成因として，

マニュアル設定による分画分離法では，大きいほうの分

画がオーバーラップしている他の分画に正誤差を与えて

いる可能性が考えられる。今後，本法による分画定量的

評価の有用性を検証するために，実際に分離された各ALP

分画単独およびそれらを混合した場合での分布パタ－ン

の比較検討が必要と考えられる。
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